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日
本
の
心
を
繋
ぐ
努
力
に
感
謝

江
差
追
分
会
会
長 

江
差
町
長　

濱
谷　

一
治

　

平
成
26
年
、年
明
け
早
々
江
差
追
分
を
機
軸
と
し
た
祝
賀
会
が
多
数
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
に
は
、
第
26
回
江
差
追
分
全
国
大
会
優
勝
者　

久
保
田
隆
洲
師
の
札
幌
市
文
化

奨
励
賞
受
賞
祝
賀
会
、
北
海
道
民
謡
連
盟
創
立
65
周
年
祝
賀
会
、
３
月
に
は
、
第
51
回

全
国
大
会
優
勝
者　

柿
沼
初
雄
氏
の
祝
賀
会
、
第
８
回
全
国
大
会
優
勝
者　

山
本
ナ
ツ

子
師
の
民
謡
名
人
位
受
賞
祝
賀
会
、
そ
し
て
４
月
に
は
秋
田
中
央
会
支
部
長　

佐
々
木

東
雲
師
の
秋
田
県
文
化
賞
受
賞
祝
賀
会
等
・
・

　

何
れ
の
祝
賀
会
に
も
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
今
更
な
が
ら
各
地
、
各
支
部
に

お
い
て
「
江
差
追
分
」
に
対
す
る
思
い
の
強
さ
を
感
じ
た
の
は
私
の
思
い
上
が
り
で
し
ょ

う
か
。

　

ど
の
祝
賀
会
も
冒
頭
か
ら「
江
差
追
分
」か
ら
始
ま
る
シ
ナ
リ
オ
に
胸
が
一
杯
に
な
り
、

涙
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
今
年
地
元
で
初
め
て
「
地
元
江
差
追
分
優
勝
者
と
師
匠
等
」
に
よ
る
「
魂

の
唄
江
差
追
分
節
を
聴
く
」
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
江
差
に

駆
け
つ
け
て
こ
ら
れ
た
方
々
を
初
め
、
会
場
が
満
員
と
な
る
盛
況
に
た
だ
た
だ
感
謝
・

感
謝
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
全
国
各
地
で
江
差
追
分
を
初
め
全
国
の
民
謡
で
日
本
の
心
を
繋
ぎ
続

け
て
く
れ
て
い
る
先
生
方
に
は
衷
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、
民
謡
の
王
様
と
言
わ
れ
て
い
る
江
差
追
分
全
国
大
会
は
、
昭
和
38
年
に
第
１

回
大
会
を
開
催
以
来
、
今
年
で
52
回
目
の
大
会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
江
差
追
分
を
守
り
育
て
て
く
れ
た
先
人
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
同
時

に
、
経
験
豊
富
な
上
席
師
匠
や
各
師
匠
の
知
識
と
技
術
を
存
分
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
、

今
後
の
江
差
追
分
を
保
存
、
伝
承
し
て
戴
く
若
い
指
導
者
の
育
成
や
次
代
を
担
う
子
供

達
に
追
分
伝
承
の
た
め
に
最
大
の
支
援
と
援
助
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
つ
も
り
で
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
追
分
の
普
及
、
指
導
者
の
育
成
、
後
継
者
の
育
成
の
た
め
多
く
の
追
分
関
係

者
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

結
び
に
、
私
が
何
時
も
心
に
持
ち
続
け
る
語
録
を
紹
介
し
ま
す
。
追
分
を
口
ず
さ
ん

で
い
る
方
に
も
通
じ
る
言
葉
と
思
い
ま
す
。

「
千
日
の
稽
古
を
鍛
（
た
ん
）
と
し
、
万
日
の
稽
古
を
練
（
れ
ん
）
と
す
」・
・
剣
豪
宮

本
武
蔵
の
五
輪
書
に
武
蔵
自
身
の
体
験
か
ら
書
い
た
語
録
で
す
。

・
千
日=
３
年
間
の
練
習
を
経
た
動
き
は
一
生
の
技
と
し
て
身
に
つ
く
」

・
万
日=

格
段
に
高
く
な
る

「江差追分節　魂の唄を聴く」　第一部 江差追分の変遷 より
左から寺島絵里佳、木村香澄、青坂満上席師匠、小笠原次郎上席師匠、近江八声上席師匠、
房田勝芳上席師匠、渋田義幸上席師匠、浅沼和子上席師匠
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年
と
の
交
流
に
よ
る
追
分
習
得
セ
ミ
ナ
ー

を
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
開
講
す
る
。

◆
国
際
的
イ
ベ
ン
ト
に
追
分
披
露
参

加
の
展
開

　

２
０
１
７
年
ア
ジ
ア
冬
季
競
技
大
会
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
国

際
イ
ベ
ン
ト
に
「
日
本
民
族
の
唄
」
と
し

て
追
分
披
露
出
場
を
目
標
に
活
動
を
展
開

す
る
。

◆
追
分
会
組
織
の
普
及
促
進

　

全
国
47
都
道
府
県
中
、
支
部
の
な
い
25

県
に
支
部
設
置
を
目
標
に
、
全
県
各
地
で

追
分
指
導
体
制
が
と
れ
る
よ
う
普
及
促
進

を
図
る
。

本
年
度
事
業
計
画
の
新
た
な
展
開
と
主
な

変
更
点
は
次
の
通
り
。

◆
熟
年
大
会
に
お
け
る
高
齢
者
特
別

奨
励
賞
（
仮
称
）
の
創
設

　

80
歳
以
上
の
高
齢
者
で
地
区
選
抜
大
会

で
選
ば
れ
た
中
か
ら
入
賞
者
と
は
別
に
奨

励
に
値
す
る
特
別
奨
励
賞
（
仮
称
）
を
創

設
す
る
。

◆
追
分
セ
ミ
ナ
ー
に
尺
八
伴
奏
の
常
設

　

セ
ミ
ナ
ー
受
講
指
導
に
尺
八
伴
奏
を
常

駐
し
指
導
す
る
。

◆
ジ
ュ
ニ
ア
追
分
セ
ミ
ナ
ー
の
開
講

　

少
年
全
国
大
会
の
増
加
傾
向
に
対
応
、

後
継
者
育
成
も
合
わ
せ
て
、
全
国
各
地
の

少
年
少
女
を
本
場
江
差
に
招
致
、
地
元
少

平
成
26
年
度
江
差
追
分
会
総
会

　
　
　

高
齢
者
特
別
奨
励
賞
（
仮
称
）
の
創
設

　
　
　

少
年
少
女
ジ
ュ
ニ
ア
追
分
セ
ミ
ナ
ー
の
開
講

　

本
年
度
江
差
追
分
会
総
会
が
４
月
27
日
町
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、総
会
前
の
理
事
会

で
提
案
議
案
が
協
議
さ
れ
た
の
ち
、新
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
、
予
算
の
ほ
か
主
な
議
案
と
し
て
は
追
分
会
会
則
や
師
匠
資
格
認
定
基
準
な
ど
の

改
正
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
村  

隆　

理
事
）

　

本
年
度
予
算
総
額
は
２
６
７
１
万
円
、
前

年
度
に
比
べ
１
４
０
万
２
千
円
の
増
額
と
な

っ
た
。
増
額
と
な
っ
た
の
は
、
後
継
者
育
成

対
策
と
し
て
少
年
少
女
を
対
象
に
、
新
た
に

ジ
ュ
ニ
ア
追
分
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講
す
る
措
置

に
よ
る
も
の
で
、
ほ
か
は
例
年
同
様
の
事
業

執
行
措
置
と
な
っ
て
い
る
。

　

収
入
で
は
町
費
補
助
４
７
０
万
円
、
ジ
ュ

ニ
ア
追
分
セ
ミ
ナ
ー
の
北
海
道
補
助
５
０
万

円
が
見
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
師
匠
、
準
師
匠

ほ
か
指
導
資
格
者
審
査
料
が
前
年
実
績
に
基

づ
い
て
５
１
万
円
増
額
さ
れ
た
。

本
年
度
事
業
計
画
の
要
旨

　

本
年
度
事
業
計
画
も
ほ
ぼ
例
年
通
り
行
わ

れ
る
が
、
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
熟
年
会
員

の
増
加
傾
向
が
著
し
く
、
一
方
若
年
者
の
加

入
が
停
滞
し
今
後
の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い

る
。

　

江
歳
追
分
会
会
則
の
改
正

　

会
則
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
組
織
運
営
上
不
合
理
な
条
項
の
改
変
が
検
討
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
結
果
に
よ
り
指
導
資
格
者
（
師
匠
な
ど
）
の
認
定
な
ど
条
文
が
整
理
改
正

さ
れ
た
。

　

主
な
改
正
内
容

　

師
匠
認
定
資
格
に
は
支
部
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
改
正
は
一
支

部
２
名
の
師
匠
を
認
め
、
さ
ら
に
師
匠
の
資
格
認
定
要
件
も
師
匠
研
修
会
参
加
10
回
以
上

か
ら
、
申
請
時
前
の
５
年
間
に
お
い
て
６
回
以
上
と
さ
れ
た
。

準
師
匠
認
定
も
30
歳
以
上
の
年
齢
制
限
が
変
更
さ
れ
、
師
匠
資
格
の
若
返
り
に
道
が
ひ
ら

か
れ
た
。

事
業
計
画
の
展
開
と
変
更

総
会
に
先
立
ち
出
席
者
全
員
で
追
分
を
合
唱
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顕
彰
者

　

今
年
は
次
の
方
々
を
全
国
大
会
時
に
顕

彰
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

◆
功
労
表
彰

　

杉
山　

貞
夫
（
石
川
県
中
央
支
部
） 

　

堀
江　

孝
次
（
白
老
緑
清
会
支
部
） 

　

高
岸　

喜
重
（
苫
小
牧
逸
栄
会
支
部
） 

◆
支
部
奨
励
賞

　

静
内
支
部　

支
部
長　

本
多　

充
枝

資
格
者
承
認

今
回
、
新
た
に
認
定
さ
れ
た
方
々
で
す
。

◆
師
匠

　

仲
村　

菊
江
（
大
和
菊
華
会
支
部
）

　

瀧
本　

豊
壽
（
深
川
支
部
）

　

小
川
つ
た
子
（
登
別
こ
だ
ま
会
支
部
）

　

石
垣　
　

博
（
苫
小
牧
小
春
会
支
部
）

　

佐
藤　

ミ
チ
（
水
堀
愛
好
会
支
部
）

◆
準
師
匠

　

伊
藤　

逸
栄
（
苫
小
牧
逸
栄
会
支
部
）

　

野
原　

弘
子
（
千
歳
支
部
）

　

長
江
亜
津
子
（
札
幌
孝
和
会
支
部
）

　

村
田　

眞
二
（
札
幌
隆
星
会
支
部
）

　

本
田　

勝
三
（
函
館
澄
声
会
支
部
）

　

西
川　

俊
昭
（
声
友
会
支
部
）

　

寺
島
絵
里
佳
（
水
堀
愛
好
会
支
部
）

　

小
野　

美
香
（
追
分
塾
支
部
）

　

末
武　

忠
雄
（
江
友
会
支
部
）

　

石
崎　

忠
夫
（
深
川
支
部
）

◆
講
師

　

有
泉　

哲
郎
（
登
別
こ
だ
ま
会
支
部
）

　

野
村　

勝
繁
（
函
館
千
曲
会
支
部
）

　

越
前　

美
廣
（
仙
台
支
部
）

　

本
間　

久
代
（
か
も
め
会
支
部
）　

◆
準
講
師

　

道
高　
　

勉
（
北
檜
山
支
部
）

　

湯
本　
　

護
（
東
京
神
田
会
支
部
）

　

川
村　

順
吉
（
札
幌
湧
芳
会
支
部
）

　

松
村
由
香
子
（
大
阪
春
風
会
支
部
）

　

金
子　
　

強
（
室
蘭
白
鳥
会
支
部
）

◆
支
部
設
置
承
認

　

新
た
に
一
支
部
が
承
認
さ
れ
、
総
支
部

数
１
６
１
支
部
、
会
員
数
３
，
５
２
７
名

と
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
　

支
部
名
：
宮
城
県け

ん
な
ん南
支
部

　
　

支
部
長
：
坂
東　

勝
典

　
　

会
員
数
：
20
名

　
　

所　

在
：
宮
城
県
名
取
市

　
◆
総
会
事
項

　

役
員
の
選
出
と
欠
員

一　

役
員
は
、
全
国
各
地
区
運
営
協
議
会

の
代
表
者
な
ど
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
が
、

北
信
越
地
区
運
営
協
議
会
長
の
杉
山
貞
夫

氏
か
ら
退
任
届
出
が
あ
り
ま
し
た
。
変
わ
っ

て
中
村
栄
一
氏
が
理
事
に
就
任
さ
れ
、
平

成
27
年
総
会
ま
で
の
任
期
を
務
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。

二　

学
芸
部
門
理
事
岩
渕
啓
介
氏
（
札
幌
）、

監
査
役
干
場
芳
巳
氏
（
江
差
）
よ
り
、
平

成
25
年
度
を
も
っ
て
退
任
の
申
し
出
が
あ

り
受
理
さ
れ
た
。

会
則
第
10
条
の
規
定
に
よ
り
理
事
35
名
以

内
、
監
事
３
名
の
定
員
に
支
障
が
な
い
と

し
て
、
次
期
総
会
ま
で
の
欠
員
と
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
た
。



　

第
一
部
か
ら
第
四
部
ま
で
演
出
さ
れ
、
ベ

テ
ラ
ン
の
上
席
師
匠
か
ら
若
手
ま
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
年
代
で
活
躍
す
る
唄
い
手
の
熱

演
が
観
客
を
魅
了
し
た
。

第
一
部
追
分
の
変
遷　

上
席
師
匠
６
名
が

炉
端
を
囲
み
、
追
分
節
の
生
い
立
ち
か
ら

本
場
で
唄
い
継
が
れ
て
き
た
古
い
時
代
の

追
分
を
う
た
う
。
追
分
の
由
来
を
語
り
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
は
さ
す
が
で
、
深
い
唄

心
に
古
調
の
味
わ
い
を
知
ら
さ
れ
る
。

第
二
部
七
節
に
追
分
人
生
を
乗
せ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
で
全
国
大
会
に
出
場
、

自
ら
の
境
地
に
挑
む
師
匠
９
名
が
熱
演

第
三
部
次
代
を
担
う　

次
の
世
代
を
担
う

若
手
６
名
の
唄
と
少
年
少
女
大
合
唱
。

第
四
部
魂
の
唄
を
聴
く　

上
席
師
匠
の
長

老
格
が
真
髄
の
唄
心
を
う
た
い
あ
げ
る
。

半
世
紀
の
年
代
を
唄
い
続
け
声
量
が
衰
え
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人
の
声
質
と
い
う
の
は
、
生
ま
れ
つ
き
持
っ

て
い
る
も
の
と
、
育
っ
た
環
境
と
、
そ
し
て

本
人
の
性
格
が
絡
み
合
っ
て
出
来
上
が
る
と

言
わ
れ
る
。
声
質
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
が
、

い
か
に
困
難
な
こ
と
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
。

　
「
や
っ
と
、
追
分
声
に
な
っ
て
き
た
な

あ
・
・
・
」
と
、
江
差
の
師
匠
か
ら
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
相
当
の
鍛
錬
を
要

す
る
。
そ
し
て
、
次
に
唄
の
味
わ
い
だ
。
声

も
い
い
し
、
唄
も
う
ま
い
が
、
な
に
か
心
に

響
く
も
の
が
な
い
。
も
っ
と
「
磯
の
匂
い
」

の
す
る
よ
う
な
唄
を
・
・
・
と
江
差
の
師
匠

は
求
め
る
。
そ
れ
は
、
江
差
追
分
と
い
う
唄

を
通
し
て
、
江
差
と
い
う
土
地
の
風
土
や
先

て
も
個
性
豊
か
に
持
ち
味
を
う
た
う
。
定

番
で
な
い
歌
詞
を
見
事
に
唄
い
こ
な
す
の

も
ベ
テ
ラ
ン
な
ら
で
は
の
味
わ
い
。

本
場
江
差
地
区
運
営
協
議
会
が
独
自
の
試

み
で
、
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
課
題
が
込
め

ら
れ
て
い
た
。

第
50
回
大
会
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
若

い
世
代
の
掘
り
起
こ
し
と
、
広
い
分
野
の

個
性
を
生
か
す
唄
が
提
唱
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
会
員
が
高
齢
化
す
る
一
方
、
若
手

の
民
謡
離
れ
で
次
世
代
に
む
け
た
指
導
者
、

後
継
者
の
対
策
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

全
国
大
会
に
依
存
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

広
い
分
野
か
ら
追
分
を
提
供
し
て
ほ
し
い

と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

先
達
師
匠
が
担
っ
て
き
た
追
分
を
次
の
世

代
に
何
を
ど
う
引
き
継
ぐ
か
、
追
分
組
織

の
課
題
を
担
う
公
演
で
あ
っ
た
。

人
の
苦
労
に
思
い
を
馳
せ
て
欲
し
い
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
た
言
葉
に
他
な
ら
な
い
。

　

そ
う
だ
、
追
分
は
も
っ
と
個
性
的
で
自
由

だ
っ
た
ん
だ
・
・
・
と
い
う
こ
と
を
気
づ
か

せ
て
く
れ
た
の
が
、「
第
一
部　

江
差
追
分
の

変
遷
」
の
舞
台
で
あ
る
。
か
つ
て
、
土
地
の

唄
い
手
た
ち
が
囲
炉
裏
を
囲
み
自
慢
の
喉
を

競
い
合
っ
た
場
面
の
再
現
。
舞
台
に
立
た
れ

た
先
生
方
の
何
人
か
は
、
往
時
な
ら
す
で
に

古
老
と
呼
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
年
代
で
も
あ
る
。

茶
碗
酒
の
似
合
う
場
面
は
、
素
唄
だ
け
の
方

が
相
応
し
か
っ
た
が
、
個
性
豊
か
な
出
演
者

の
熱
唱
が
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
舞
台
に
勢
ぞ
ろ
い
し
た
出

演
者
の
顔
ぶ
れ
は
、
江
差
が
追
分
の
本
場
で

あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
た
。
大

人
の
出
演
者
だ
け
で
は
な
い
。
唄
い
手
、
ソ

イ
掛
け
、
三
味
線
、
尺
八
、
地
元
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

　

今
年
の
５
月
11
日
、
Ｊ
Ｒ
江
差
線
が

七
十
八
年
の
歴
史
を
閉
じ
た
。
最
後
の
運
行

と
な
っ
た
江
差
発
木
古
内
行
き
。
見
送
っ
た

寂
し
さ
と
同
じ
思
い
を
江
差
追
分
全
国
大
会

の
舞
台
で
味
わ
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
江

差
追
分
の
素
晴
ら
し
さ
を
後
世
に
伝
え
て
い

く
義
務
が
我
々
に
は
あ
る
。

「
魂
の
唄
を
聴
く
」
公
演
に
反
響

　
　
　
　

先
達
師
匠
の
語
り
唄
に
人
気

　
　
　
　
　
　
　
　

本
場
追
分
を
次
世
代
に
つ
ぐ

　

江
差
追
分
全
国
大
会
が
半
世
紀
を
超
え
、
我
が
国
民
謡
界
に
先
導
的
な
活
動
を
展
開
し
て

き
た
が
、
そ
の
追
分
節
の
真
髄
と
も
い
う
「
魂
の
唄
を
聴
く
」
公
演
が
４
月
26
日
江
差
町
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

最
近
、
追
分
節
が
固
定
化
し
て
本
来
の
曲
調
が
失
わ
れ
て
い
る
と
い
う
風
潮
の
な
か
で
、

先
達
師
匠
の
唄
か
ら
、
唄
心
を
探
り
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
試
み
が
込
め
ら
れ
た
舞
台
が
反
響

を
呼
ん
だ
。
追
分
会
江
差
地
区
運
営
協
議
会
が
地
元
の
意
思
を
集
約
し
て
実
現
に
こ
ぎ
つ
け

た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
村　

隆
理
事
）

磯
の
匂
い
の
す
る
舞
台
に
感
動日

胆
地
区　

熊
野　

正
宏
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４
月
26
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
「
江

差
追
分
節　

魂
の
唄
を
聴
く
」
は
、
私
を

含
め
多
数
の
お
客
さ
ま
に
感
動
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
は

　
　
　

年
年
歳
歳　

花
相
似
た
り

　
　
　

歳
歳
年
年　

人
同
じ
か
ら
ず

　

と
い
う
中
国
の
漢
詩
「
白
頭
を
悲
し
む

翁
に
代
わ
る
」
の
一
節
を
思
い
起
こ
し
て

い
ま
し
た
。

　

・
・
・
毎
年
花
は
同
じ
よ
う
に
咲
く
が
、

年
毎
に
人
は
衰
え
、
代
わ
っ
て
い
く
・
・
・

花
は
江
差
追
分
で
あ
り
、
そ
れ
を
五
十
年

を
超
え
る
年
輪
を
今
に
、
師
匠
方
が
唄
う
。

何
人
も
の
師
匠
の
唄
が
私
の
心
の
中
を
駆

け
巡
り
ま
し
た
。

　

人
は
老
い
、
そ
し
て
衰
え
る
、
そ
れ
を

若
い
世
代
が
継
承
し
て
ゆ
く
。
平
成
に

な
っ
て
か
ら
故
人
と
な
ら
れ
た
方
々
の
顔

と
お
名
前
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
か
ら
舞

台
の
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
に
次
々
に
映
し

出
さ
れ
る
。
流
れ
る
追
分
の
掛
け
合
い
の

唄
声
と
、
今
は
亡
き
懐
か
し
い
方
々
の
顔

が
重
な
り
、
思
わ
ず
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。

　

変
わ
ら
ぬ
も
の
は
江
差
追
分
節
。
舞
台

で
唄
い
継
が
れ
て
い
く
そ
の
様
子
に
、
改

め
て
江
差
追
分
の
魅
力
と
深
さ
、
不
思
議

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

又
、「
江
差
追
分
は
、
上
手
に
唄
え
る

の
だ
け
が
決
し
て
良
い
唄
で
は
な
い
。
声

が
衰
え
、
声
が
か
す
れ
、
息
が
切
れ
て
も
、

人
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
唄
が
江
差
追
分

で
あ
り
、
一
生
懸
命
唄
え
ば
、
追
分
は
必

ず
応
え
て
く
れ
る
。」
私
の
独
断
と
偏
見

で
す
が
、
師
匠
方
の
唄
は
、
そ
れ
を
改
め

て
私
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

未
熟
な
私
の
追
分
の
「
言
い
訳
」
を
す

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も

「
私
は
私
な
り
の
追
分
を
唄
お
う
。
自
分

の
心
が
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
。
精

年
輪
の
追
分
に
魂

関
東
地
区　

桑
名　

靖
生

進
す
る
の
を
怠
ら
ず
、
上
手
、
下
手
は
二

の
次
に
」
と
知
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
き
っ
と
拙
い
自
分
の
唄
も

楽
し
く
、
ゆ
っ
た
り
、
安
心
し
て
唄
え
る

　

今
で
も
一
節
に
２
回
息
継
ぎ
が
必
要
な「
７

節
14
声
」
で
な
け
れ
ば
乗
り
切
れ
ま
せ
ん
。

師
匠
の
教
え
で
少
し
で
き
て
い
た
よ
う
な
気

が
す
る
節
で
さ
え
一
月
も
し
な
い
う
ち
に「
こ

れ
、
違
う
な
」
と
い
う
具
合
。
と
に
か
く
難

し
い
。
し
か
し
で
す
、
節
度
が
入
る
ま
い
が

切
れ
よ
う
が
15
分
の
自
家
用
車
通
勤
で
「
の

す
」
時
間
は
、
行
き
詰
っ
た
仕
事
や
上
手
く

い
か
な
い
人
間
関
係
な
ど
俗
世
間
の
モ
ヤ
モ

ヤ
を
頭
の
中
か
ら
一
瞬
放
り
出
し
て
く
れ
る
、

と
て
つ
も
な
い
効
能
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　

少
数
派
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
こ
れ
も
こ
の

唄
に
秘
め
た
魅
力
の
一
つ
で
し
ょ
う
し
、
だ

か
ら
こ
そ
上
手
い
方
々
の
江
差
追
分
を
聴
き

た
い
と
思
う
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

今
流
れ
て
い
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
フ
レ
ー

ズ
に「
未
来
は
得
て
し
て
、常
識
の
外
に
あ
る
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
唄
の
良
さ
を
ま
だ
知
ら
な
い
国
中
の

方
々
に
ど
う
や
っ
て
広
め
て
い
く
の
か
、
事

務
局
を
離
れ
ま
し
た
が
関
係
者
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
そ
の
方
策
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

「
お
父
さ
ん
、
な
か
な
か
で
し
ょ
う
！
」
車

の
中
で
一
節
う
な
っ
た
私
の
江
差
追
分
に
、

高
２
の
娘
か
ら
こ
ん
な
言
葉
を
か
け
て
も
ら

い
ま
し
た
。
年
頃
の
娘
の
前
で
下
手
な
追
分

を
唄
う
私
も
私
で
す
が
、
乗
っ
て
く
る
娘
も

娘
・
・
・
。
素
直
に
嬉
し
か
っ
た
。

　

来
町
者
の
皆
さ
ん
に
は
江
差
追
分
を
『
民

謡
の
王
様
』
と
紹
介
し
ま
す
が
、
実
際
、

１
０
０
人
以
上
い
る
同
僚
で
追
分
会
会
員
は

片
手
で
余
り
ま
す
。「
こ
の
唄
は
全
国
大
会
で

優
勝
を
狙
う
方
々
の
も
の
」
そ
ん
な
勝
手
な

解
釈
が
そ
こ
に
あ
る
の
か
も
。

　

私
の
よ
う
な
地
元
住
民
の
先
入
観
は
克
服

で
き
る
の
か
。
そ
し
て
会
員
を
は
じ
め
多
く

の
方
々
が
年
に
何
度
も
遠
い
こ
の
町
を
訪
ね

て
く
だ
さ
る
魅
力
は
何
な
の
か
。
虎
穴
に
入

ら
ず
ん
ば
・
・
・
と
、
昨
年
11
月
の
セ
ミ
ナ

ー
に
木
・
金
の
２
日
間
お
休
み
を
い
た
だ
い

て
参
加
し
ま
し
た
。

在任のことば

７
節
14
声
の

　
　
『
江
差
追
分
』

も
あ
り
で
す
よ
ね
？

前
事
務
局
次
長　

尾
山　

徹

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
今
回
の
舞

台
を
見
聞
し
て
得
た
私
の
最
大
の
収
穫
で

し
た
。



席
師
匠
と
全
国
大
会
優
勝
者
の
寺
島
絵
里

佳
さ
ん
が
訪
問
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
集
い
当
日
は
、
75
名
の
参
加
者

に
対
し
て
佐
々
木
支
部
長
が
軽
妙
な
語
り

で
江
差
追
分
の
由
来
を
解
説
し
た
後
、
会

員
が
掛
け
合
い
で
一
本
通
し
て
唄
っ
て
か

ら
追
分
を
解
説
し
、
受
講
者
全
員
で
本
唄

を
何
度
も
合
唱
し
ま
し
た
。

　

日
頃
、
江
差
追
分
に
限
ら
ず
民
謡
を
唄

う
こ
と
が
な
い
参
加
者
は
、
熱
心
に
講
話

に
聞
き
入
り
、
予
定
時
間
を
過
ぎ
て
も
大

き
な
声
で
練
習
を
繰
り
返
す
な
ど
、
す
っ

か
り
追
分
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
た
様
子

で
、「
江
差
追
分
に
触
れ
て
満
足
し
た
」
と

感
想
を
述
べ
る
な
ど
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

男
性
会
員
と
女
性
会
員
に
分
か
れ
江
差

追
分
の
合
唱
で
開
幕
し
ま
し
た
。
総
勢
44

名
の
会
員
が
、
江
差
追
分
と
自
慢
の
民
謡

を
力
強
く
唄
い
あ
げ
た
ほ
か
、
入
会
間
も

な
い
子
ど
も
た
ち
が
基
本
譜
を
手
に
江
差

追
分
に
挑
戦
す
る
姿
に
、
会
場
一
杯
の
観

客
か
ら
盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
安
来
節
の
滑
稽
な
踊
り
に
は
、

会
場
内
に
笑
い
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

「
つ
ど
い
」
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
兼
ね
て
お
り
、
会
員
の
浄
財
と
決
算

残
金
合
わ
せ
て
４
万
１
千
円
余
り
を
北
海

道
新
聞
社
会
福
祉
振
興
基
金
へ
寄
付
し
ま

し
た
。
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平
成
25
年
11
月
20
日
、
秋
田
市
北
部
市

民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
土
崎
地
区
老
人

ク
ラ
ブ
女
性
部
の
集
い
が
開
催
さ
れ
、
秋

田
中
央
支
部
佐
々
木
東
雲
支
部
長
ほ
か
会

員
３
名
が
、
江
差
追
分
に
関
す
る
講
義
や

歌
唱
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

土
崎
地
区
は
、
北
前
船
寄
港
地
で
繁
栄

し
た
土
地
柄
か
ら
江
差
追
分
と
縁
が
深
く
、

平
成
24
年
「
江
差
追
分
感
謝
の
旅
北
前
船

寄
港
訪
問
事
業
」
の
際
に
は
、
青
坂
満
上

江
差
追
分
を
学
ぼ
う秋田

中
央
支
部

　

江
差
追
分
会
帯
広
、
大
平
原
、
十
勝
大

雪
の
３
支
部
は
、
江
差
追
分
会
と
同
会
道

東
地
区
運
営
協
議
会
の
後
援
を
得
て
、
昨

年
12
月
22
日
（
日
）、帯
広
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

第
３
回
「
江
差
追
分
と
民
謡
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

江
差
追
分
で
師
走
を
し
め
く
く
る

十
勝
３
支
部

中
学
校
で
追
分
授
業

旭
川
支
部

　

旭
川
支
部
で
は
、
昨
年
11
月
14
日
に
旭

川
市
立
忠
和
中
学
校
１
年
生
１
１
６
名
を

対
象
に
、
江
差
追
分
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
々
木
洋
子
支
部
長
の
他
、
会
員
６
名

が
１
時
間
目
か
ら
３
時
間
目
ま
で
、
江
差

追
分
の
歴
史
と
背
景
や
、
尺
八
・
三
味
線
・

太
鼓
の
説
明
を
行
い
、
授
業
の
最
後
に
は

追
分
踊
り
を
添
え
て
、一
本
披
露
し
ま
し
た
。

　

参
加
会
員
ら
は
、「
来
年
も
ぜ
ひ
開
催
し

よ
う
ネ
」
と
誓
い
合
い
な
が
ら
師
走
を
締

め
括
り
ま
し
た
。



座
は
初
め
て
の
試
み
な
の
で
、
ど
の
程
度

興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
く
れ
る
か
不
安
で

し
た
が
、
日
本
の
民
謡
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
唄
の
生
ま
れ
た
時
代
の
背
景
や
人

口
の
推
移
、
人
々
の
生
活
、
今
の
子
供
た

ち
と
民
謡
の
関
わ
り
合
い
な
ど
を
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
説
明
し
た
ほ
か
、
会

員
に
よ
る
唄
や
三
味
線
、
尺
八
の
生
演
奏

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

後
日
、
子
供
た
ち
か
ら
届
い
た
感
想
文
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
最
初
民
謡
を
聞
い
た
時
、
迫
力
が
あ
っ

　

昨
年
12
月
24
日
、
子
供
た
ち
に
本
物
の

邦
楽
に
触
れ
さ
せ
た
い
と
横
浜
市
中
田
小

学
校
か
ら
の
依
頼
で
、
５
年
生
１
０
５
名

を
対
象
に
民
謡
の
会
（
鴎
春
会
）
が
民
謡

講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
学
生
を
対
象
と
し
た
こ
の
よ
う
な
講

小
学
校
で
民
謡
講
座

川
崎
支
部
横
浜
教
室

育
樹
祭
で
追
分
合
唱

　

江
差
追
分
の
歌
詞
で
「
あ
れ
が
蝦
夷
地
の

山
か
い
な
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
ヒ
バ
山
の
復

活
と
第
50
回
全
国
大
会
の
成
功
を
祈
念
し

て
、
一
昨
年
、
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
５
０
０

本
が
多
く
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
植
樹

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
第
２
回
あ
れ
が
蝦
夷
地
の

や
ま
か
い
な
育
樹
祭
が
行
わ
れ
、
腰
の
高

さ
ほ
ど
に
成
長
し
た
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
の

周
り
の
草
刈
を
し
ま
し
た
。

　

作
業
を
終
え
た
後
に
、
一
日
も
早
い
成

長
を
願
い
江
差
追
分
の
大
合
唱
を
行
い
ま

し
た
。

て
す
ご
い
な
と
お
も
い
ま
し
た
！
尺
八
や

三
味
線
な
ど
も
生
き
て
い
る
よ
う
な
音
で
、

民
謡
は
す
ご
い
な
と
ど
ん
ど
ん
思
っ
て
き

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
色
々
民

謡
の
事
が
知
れ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
民
謡
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。」

　
「
私
は
民
謡
の
こ
と
に
つ
い
て
あ
ま
り
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
民
謡
講
座
で

わ
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

民
謡
は
す
ご
い
昔
か
ら
唄
わ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
と
て
も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
三
味
線
の
音
色
に
も
お

ど
ろ
き
ま
し
た
。」　　

こ
の
他
に
も
多
く
の
子
供
た
ち
が
初
め
て

生
の
演
奏
を
聴
い
て
、
三
味
線
や
尺
八
の

音
の
き
れ
い
な
事
と
、
そ
の
迫
力
に
驚
い

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
70
歳
・
80
歳
を
過

ぎ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
の
唄
の
迫
力
に

も
び
っ
く
り
し
た
よ
う
で
し
た
。
民
謡
の

歴
史
や
成
り
立
ち
に
も
興
味
を
も
っ
た
子

供
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
感
想
文
を
も
ら
い
、
本
当

に
や
っ
て
良
か
っ
た
と
会
員
み
ん
な
で
喜

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
子
供
た
ち
に
教
え

る
つ
も
り
が
、
逆
に
励
ま
さ
れ
た
民
謡
講

座
と
な
り
ま
し
た
。

授
業
を
受
け
た
生
徒
の
中
に
は
、
是
非
、
江

差
追
分
を
唄
い
た
い
と
う
男
子
も
現
れ
た

ほ
か
、
担
任
の
先
生
も
追
分
を
唄
う
な
ど
、

生
徒
た
ち
は
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。
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露
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

本
年
の
追
分
会
総
会
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
時
の
追
分
披
露

や
、
半
世
紀
を
超
え
る
全
国
大
会
の
開
催
、

国
内
外
に
有
す
る
追
分
会
支
部
な
ど
追
分

会
が
誇
る
数
々
の
実
績
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
要
請
活
動
は
、
追
分
披
露
実

現
へ
の
初
め
の
一
歩
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
今

後
も
、
機
会
を
と
ら
え
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
追
分
会
会
員
、
支
部
、
地
区

運
営
協
議
会
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
所

管
す
る
下
村
文
部
科
学
大
臣
へ
濱
谷
会
長

が
江
差
追
分
節
披
露
を
要
請

　

６
月
14
日
、
下
村
博
文
文
部
科
学
大
臣

が
来
道
す
る
機
会
を
と
ら
え
、
江
差
町
長

と
江
差
追
分
会
長
の
連
名
に
よ
り
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
並
び
に
２
０
１
７
年
ア
ジ
ア

冬
季
競
技
大
会
に
お
け
る
江
差
追
分
節
の

披
露
実
現
に
つ
い
て
、
下
村
文
部
科
学
大

臣
と
前
田
一
男
衆
議
院
議
員
へ
要
望
書
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

国
際
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
追
分
節
の
披

下
村
文
部
科
学
大
臣
へ
追
分
披
露
を
要
請

秋
季
江
差
追
分
セ
ミ
ナ
ー

　

今
年
は
、
参
加
者
か
ら
の
要
望
が
多

か
っ
た
尺
八
伴
奏
者
の
常
駐
化
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
受
講
料
は
昨
年
よ
り

２
千
円
多
い
１
万
７
千
円
と
な
り
ま
す
。

詳
細
の
ご
案
内
は
別
途
行
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
　
　

10
月
30
日
～
11
月
１
日

　
　
　

11
月
６
日
～
11
月
８
日

　
　
　

11
月
13
日
～
11
月
15
日

お
問
合
わ
せ
は
、
江
差
追
分
会
事
務
局
へ

　
　

☎
（
０
１
３
９
）
５
２
ー
５
５
５
５

　今年４月１日に行われた江差町役場の人事異

動により、事務局次長が変わりました。

　会員の皆様には何かとご不便やご迷惑をお掛

けするかもしれませんが、これまでの事務局同

様によろしくお願いいたします。

　新事務局体制

　　事 務 局 長   大杉　則明（留任）

　　事務局次長　岸田　礼治（新）

　　書　　　記　国仙　敏孝（留任）

　　　　　　　　竹内　裕子（留任）

事務局体制が変わりました

お世話になりました

　　前事務局次長　尾山　徹

　　　　この度の人事異動により、課長職に昇

　　　格し、教育委員会社会教育課長となりま

　　　した。

　　　　今後は、前任の小田島事務局長の後任

　　　として、社会教育の立場から追分に携わ

　　　ることになりました。

情報をお待ちしています

「ヤンサノエ」編集部では、皆さんの地区や
支部での活動に関する情報をお待ちいたして
おります。
　まずは電話で、お知らせ下さい。

　　　【編集】館　和夫・松村　隆
          　　　高田　裕
　　　【企画】江差追分会事務局

下村文部科学大臣（中央）を囲んで


